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麻生先生め御逝去を知ったのは,亡 くなられた後,か なりの日数が経ってからであった。 ど
うして も信 じられないので,先 生 と親 しい政経学部の増沢俊彦 さんにお尋ねしたところ,「私
もあ とか ら知 ったので…」 ということであった。そ ういう次第で葬儀 にも参列で きず,先 生 に
申 し訳 ないことをしたと悔 まれてならない。
学部 も異 なり,年 令 もかな り距 りのある麻生先生 と私 とであるが,何 時頃か ら,ど ういう御
縁でお付 き合いを頂 くようになったのかはあまり記憶がない。ただお父様(元 総長)平 八郎先
生 とは,私 が政経学部長をやっていた昭和50年 初期から,色 々と親密な御教導 を頂いていた。
その頃,明 治大学は教職員組合に牛耳 られていたといっても過言ではない状態であった。特
に,都 知事選挙のさいであったと思うが,大 学の中に特定候補のビラがべたべた貼 られ,そ れ
を支持す る先生達は,特 定のバ ッジをつけて,大 手(?)を 振 って潤歩するような有様であっ
た。こういう異常 ともいうべ き雰囲気は,「 学問研究の行われる場 としての大学にはふ さわし
くない」。「教職員組合 は任意加入でな く,全 員加入の団体であるか ら,そ の組合が特定の政党,
特定の候補者 を支持するような姿勢をとることは,思 想,信 条の自由にもとる行為である」 と
いう共通認識にもとずいて,法,商,政,工,営5学 部の学部長が結束 して,組 合から全体主
義的色彩を除去するための運動 を行い,法 人役員や教学諸長の選挙活動を開始 したのが,ち ょ
うど昭和50年 代の初期か らであった。
麻生先生 とのお付 き合いが始まったの もその頃の ようであるが,先 にも述べたように,お 父
様 の平八郎先生に,色 々と御教導頂いていた頃なので,特 に親 しみを感 じていたのではないか
と思われる。
専門が異なるので,学 問上のお話よりも,学 内政治の面において,電 話などでよく御連絡を
受けていた。具体的な事例は忘れたが,あ る選挙 にさい して,「 政経学部ではこういう方向に
決 まったという情報があ りますが,本 当で しょうか?」 という質問 と同時に,か なりきついお
叱 りを受けて,恐 縮 したこともあった。
政治の話 とは別に,こ ういうこともあった。私は酒を飲み出す とそこに根が生えて しまう性
質があ り,そ の傾向は年令 と共に強 まるようである。ある時,学 部での会合のあと,増 沢 さん
と二人 して,日 販 ビル地下の源内(?)で 一パイやっていたのであるが,日 頃の癖が出て,閉
店間際 までねばり,さ らに一パ イと注文 したところ,「 終わりです」 と断られた。飲む と強引
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になるので,お そらく何 回も要求 したのではないか と思われる。麻生先生が,店 の一隅で,そ
のや りとりを見 てお られたようで,「 どうぞ,こ れをお飲み下さい」 と手許にある一本 を差 し
入れて下 さった。 もちろん有難 く頂 き,theend。 お恥ずか しい話であるが,こ の経緯 につい
ては全 く記憶が ない。それか ら2,3日 後に,研 究室へのエレベ ータ内で,先 生にお会 いし,
軽 く挨拶 を交わ してお別れ した直後,最 近何処かでお会い したような気が してならないので
「ひ ょっとしたら?」 と思い,増 沢さんに尋ねたところ,以 上のような次第が判明 し,そ れ以
来,先 生 には頭が上が らな くなって しまった。と同時に先生の温いお気持には感謝 している。
これまで,断 片的なお付 き合いであったに もかかわ らず,私 にとって先生は,非 常に心に残
る人であ り,有 能な人 と敬愛 していた。その先生が若 くしてお亡 くな りになったことは,商 学
部だけではな.くて,明 治大学の為にも惜 しい人材を亡 くしたもの といわざるをえない。明治大
学の将来 を人一倍案 じておられ,ま た私 としても今後の色々な御活躍 を期待 していただけに残
念 とい う外ない。
とりとめない事を書きましたが,先 生の御冥福 をお祈 りしながち欄筆 します。
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